










































































































Neutron (h九 1 ) scan RbMnBr3
㊨:Nuclearpeakon(H,K刃Iayer(L=even)
Xィay,T=200K
図1上図:RbMnBr3の単結晶中性子回折により得られたT=4.2Kでの(hh1)スキャンに
よる磁気散乱ピークのプロファイル｡核散乱は消滅のため見えない｡
下図･X線回折により得られた (hk2)層のT-200Eでの核散乱ピークの分布.たとえば
(3/4,3/4,2)の核散乱の半分の変調波数ベクトル(3/8,3/8,1)の位置に高磁場相の磁気散乱ピー
クがある｡
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